
　
甘
楽
町
消
防
団（
中
里
泰
明
団
長
）

に
よ
る「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」の
出

発
式
が
12
月
２
日
に
役
場
前
庭
で
行

わ
れ
、
各
分
団
の
代
表
者
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
町
関
係
者
に
激
励
を
受
け
た
団
員

は
消
防
車
に
乗
車
し
、
各
地
域
へ
一

斉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」は
、
空
気

が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ

の
時
期
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
年
末
年
始
を
過
ご
せ
る
よ
う

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
想
定

　

午
前
９
時
ご
ろ
県
南
部
を
震
源
と
す

る
震
度
６
の
直
下
型
地
震
が
発
生
。

　

建
物
の
損
壊
や
道
路
の
寸
断
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
被
害
が
及
び
、
同
時
に
火

災
が
発
生
し
強
風
に
あ
お
ら
れ
大
規
模

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
想
定
で
す
。

■
内
容

　
地
域
住
民
は
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
避

難
を
開
始
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

要
支
援
者
の
避
難
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
福
島
消
防
援

助
隊
に
よ
る
消
火
栓
を
使
用
し
た
消
火

活
動
、
住
民
に
よ
る
小
型
消
火
器
を
使
用

し
た
初
期
消
火
を
行
い
、
災
害
時
に
冷
静

な
判
断
が
で
き
る
よ
う
行
動
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
大
規
模
消
火
訓
練
で
は
、
断
水
を
想
定

し
建
設
業
協
会
・
建
設
業
組
合
が
給
水

車
を
使
い
防
火
水
槽
へ
水
を
補
給
。
そ
の

防
火
水
槽
を
使
用
し
消
防
団
が
消
火
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
協
力
団
体
の
ブ
ー
ス
で
は
、

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
各
種
体
験

や
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
日
赤

奉
仕
団
・
社
会
福
祉
協
議
会
、
陸
上
自
衛

隊
第
12
施
設
隊
に
よ
る
炊
き
出
し
配
布

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

歳
末
夜
間
特
別
警
戒

歳
末
夜
間
特
別
警
戒
をを
実
施
実
施

小型消火器による初期消火

はしご付き消防車
試乗体験

ラヤンさん
「会社で避難訓練はしていますが、地
域の訓練には初めて参加しました」

甘楽町命を守る防災士の会による講話

福島消防援助隊による初期消火

地域の力で
　　災害に備える

地域防災訓練

AED体験大規模火災訓練

災害伝言ダイヤル体験

炊き出し訓練

激励を受け、特別警戒に出動

NSSカンラ株式会社（福島）
で働くフィリピン出身の
皆さんも参加！

4広報かんら／2025.1.1 広報かんら／2025.1.15

　令和６年度地域防災訓練が11月24日、令和６年度地域防災訓練が11月24日、
福島小学校で行われました。いつ発生する福島小学校で行われました。いつ発生する
か分からない災害に備え、日ごろから防災か分からない災害に備え、日ごろから防災
意識を高め、もしものときに備えましょう。意識を高め、もしものときに備えましょう。

町政の動き


